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　かつて天然記念物に指定されていた樹齢1100年と
言われる天狗杉は、守護神「軍善坊大権現（足腰の神）」
由縁の霊木です。台風による崖崩れで倒れてしまいま
したが、巨大な根は、今なお保存展示されています。

油山寺の天狗杉（村松上）



 

新年度の各会計予算はいずれも可決
　市議会は、2月定例会を2月25日から3月24日までの28日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成25年度一般会計ほか3会計の補正予算をはじめ、平成26年度一般・特別・
企業各会計予算、袋井市私債権等管理条例の制定など25議案が上程され、採決の結果、いずれも
原案のとおり可決しました。
　なお、市政に対する一般質問では、14人の議員が市長の見解をただしました。

2月
定例会

平成26年4月オープンの山名コミュニティハウス平成26年4月オープンの山名コミュニティハウス

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
予
算  

　

新
年
度
の
予
算
額
は
、
3
1
3
億
6
0
0
0
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と

比
較
す
る
と
4
・
9
%
（
16
億
2
0
0
0
万
円
）
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

主
な
事
業

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
2
億
7
7
8
8
万
円

　

聖
隷
袋
井
市
民
病
院
の
療
養
病
棟
50
床
を
秋
に
開
設
す
る
た
め
の
西
館
増

改
修
。
健
康
指
導
セ
ン
タ
ー
及
び
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
平
成
27
年
4
月
開

設
に
向
け
、
整
備
工
事
の
基
本
・
実
施
設
計
。

●
津
波
避
難
施
設
「
平
成
の
命
山
」
整
備
事
業
 …
2
億
6
3
4
3
万
円

  

中
新
田
地
区
命
山
及
び
湊
西
地
区
命
山
の
整
備
工
事
、
東
同
笠
・
大
野
地

区
命
山
の
地
質
調
査
・
用
地
取
得
等
。

●
み
つ
か
わ
夢
の
丘
公
園
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
1
億
7
7
3
9
万
円

  

公
園
の
造
成
や
施
設
整
備
工
事
、
市
営
墓
地
の
需
要
を
把
握
す
る
た
め
の

市
民
意
識
調
査
を
実
施
。
平
成
27
年
度
の
開
園
（
部
分
供
用
）
を
目
指
し
条

例
や
規
則
を
整
備
。

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
1
億
3
0
0
3
万
円

  

自
由
通
路
・
駅
舎
新
設
工
事
に
伴
う
新
駅
建
築
、
仮
駅
舎
解
体
工
事
。
自

由
通
路
及
び
橋
上
駅
舎
は
平
成
26
年
秋
に
供
用
開
始
。

●
新
総
合
体
育
館
整
備
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
9
8
5
万
円

  

整
備
構
想
を
よ
り
具
体
化
し
た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
各
種

調
査
委
託
や
、
民
間
資
本
の
活
用
に
よ
る
整
備
運
営
手
法
に
つ
い
て
検
討
。

用
地
取
得
に
向
け
た
協
議
。

●
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
改
修
促
進
事
業
 …
…
…
…
…
…
1
0
0
0
万
円

  

緊
急
輸
送
路
沿
い
や
津
波
避
難
困
難
地
域
に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤

去
・
改
善
へ
の
補
助
率
を
1
0
0
%
に
拡
大
。

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい 2



平成26年4月オープンの山名コミュニティハウス

□2月定例会の概要

主
な
新
規
事
業

●
た
ん
ぽ
ぽ
第
2
保
育
園
新
設
事
業
 …
…
…
…
…
…
…
…
9
6
4
3
万
円

●
科
学
的
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
 …
…
…
…
…
1
1
3
7
万
円

●
袋
井
駅
南
都
市
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
 …
…
…
…
…
…
8
0
0
万
円

●
袋
井
発
!
市
民
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

              　
　
　
　
　
　
　
　

 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
5
8
5
万
円

●
歩
い
て
楽
し
い
ま
ち
な
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 …
…
…
…
…
…
5
0
0
万
円

　

平
成
26
年
度
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
を
は
じ
め
と
す
る
7
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
1
6
9
億

6
4
0
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
3
・
9
%
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
企
業
会
計
予
算

　

水
道
事
業
会
計
は
23
億
5
6
6
0
万
円
、
病
院
事
業
会
計
は
10
億
3
0
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
国
の
「
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
事
業
」

に
対
応
し
て
19
億
5
7
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
平
成

25
年
度
予
算
総
額
は
3
6
3
億
2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
事
業
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
袋
井
駅
南
北
自
由
通
路
新
設
及
び
橋
上
駅
舎
化
事
業

　

袋
井
駅
周
辺
街
路
整
備
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
13
億
8
9
7
0
万
円

●
市
道
小
野
田
田
原
線
ほ
か
2
路
線
改
築
事
業

　

市
道
大
谷
幕
ヶ
谷
西
山
線
道
路
改
築
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
2
億
円

●
（
仮
称
）
三
川
公
園
整
備
事
業

　

公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
4
0
0
0
万
円

　

条
例
（
主
な
も
の
） 

●
袋
井
市
私
債
権
等
管
理
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

各
債
権
の
所
管
課
が
進
め
て
き
た
債
権
管
理
の
手
続
き
を
統
一
し
、
債
権
管

理
の
適
正
化
を
図
る
た
め
に
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

●
袋
井
市
命
山
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

湊
地
区
に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
き
た
「
湊
命
山
」
が
完
成
し
た
こ
と
に
伴

い
、
命
山
の
設
置
及
び
施
設
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

人
事 

●
袋
井
市
教
育
委
員
会
委
員

　

小
林
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、
市
長
の
推
薦
す
る
候
補
者
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
ら
れ
、
原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　

鈴
木 

典
夫
（
可
睡
）

平
成
26
年
度
袋
井
市
一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

反
対
討
論
（
要
旨
）　 

日
本
共
産
党

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
提
言
に
よ
り
補
助
金
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。
市
民
と
の
協
働
、パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
進
め
る
と
言
い
な
が
ら
、
団
体
の
十
分
な
理
解
、
納
得
も
な
い
ま
ま
補
助
金

を
削
減
す
る
こ
と
で
、
事
業
に
支
障
を
来
さ
な
い
か
心
配
で
あ
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の

一
般
会
計
で
は
消
費
税
の
納
税
義
務
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
費
税
増
税
を
理
由
と
し
た

公
共
施
設
使
用
料
等
の
引
き
上
げ
は
問
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
賛
成
で
き
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）　

緑
風
会

　

国
の
好
循
環
実
現
の
た
め
の
経
済
対
策
に
基
づ
き
交
付
金
を
有
効
に
活
用
し
た
予
算
計
上
で

あ
り
、
平
成
25
年
度
2
月
補
正
予
算
と
合
わ
せ
て
総
体
的
に
執
行
さ
れ
る
こ
と
で
、
消
費
税
増

税
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
を
抑
制
で
き
る
。
ま
た
、
多
く
の
防
災
対
策
事
業
に
よ
り
地
域
防

災
力
の
強
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
市
民
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
推
進
、
農
業
経
営

の
安
定
化
、
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
創
出
な
ど
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
予

算
で
あ
る
と
評
価
し
、
賛
成
す
る
。

討
論
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5　  
年
制
袋
井
商
業
高
校
の
新
設
は

地
域
の
産
業
を
支
え
る
専
門
性

を
備
え
た
人
材
を
育
て
る
た
め
袋
井

商
業
高
校
を
5
年
制
に
す
る
動
き
が

あ
る
が
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
か
。

社
会
に
出
て
す
ぐ
活
躍
で
き
る

人
材
を
育
て
る
こ
と
は
、地
元
企
業
・

市
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

課
題
は
多
い
が
積
極
的
に
支
援
し
て

い
き
た
い
。

道
路
に
も
文
化
性
が
必
要
で
は

国
1
に
は
油
山
寺
入
り
口
の
大

看
板
が
あ
り
、
瑠
璃
の
橋
に
は
朱
塗

り
擬
宝
珠
付
き
の
欄
干
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
新
設
中
の
新
松
和
橋
の
欄

干
も
朱
塗
り
擬
宝
珠
付
き
に
し
、
文

化
性
を
持
た
せ
る
べ
き
。

瑠
璃
の
橋
は
油
山
寺
の
風
情
を

感
じ
さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
が
、

新
松
和
橋
も
特
色
あ
る
橋
と
し
て
い

き
た
い
。

公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
へ
の
移
行
は

基
準
を
作
り
地
域
の
特
性
を
出

し
な
が
ら
も
全
地
区
共
通
し
た
運
営

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
指
揮
命
令
系

統
や
職
務
・
勤
務
形
態
が
三
川
公
民

館
と
浅
羽
東
公
民
館
と
で
異
な
る
の

は
な
ぜ
か
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
地
域
づ
く
り

事
業
の
取
り
組
み
や
推
進
方
針
が
異

な
る
た
め
、
各
公
民
館
に
合
わ
せ
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

新
体
育
館
は

整
備
構
想
に
伴
っ
た
所
へ

候
補
地
と
し
て
4
カ
所
を
挙
げ

た
が
、
進
捗
状
況
を
伺
う
。

建
設
用
地
を
選
定
す
る
た
め
、

法
規
制
の
確
認
に
加
え
、
交
通
の
利

便
性
、
用
地
取
得
と
造
成
に
要
す
る

費
用
や
期
間
、
災
害
時
に
避
難
所
と

し
て
活
用
が
可
能
な
立
地
な
ど
様
々

な
視
点
か
ら
評
価
、
検
討
を
行
い
、

パ
イ
オ
ニ
ア
㈱
駐
車
場
跡
地
が
最
適

と
判
断
し
た
。

合
宿
・
宿
泊
施
設
の
整
備
を

東
京
五
輪
と
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
の

合
宿
地
誘
致
活
動
に
伴
い
、
施
設
を

整
備
す
べ
し
。

宿
泊
環
境
が
十
分
で
な
い
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
既
存
の
宿
泊

施
設
の
活
用
を
図
る
こ
と
で
対
応
し

た
い
。
合
わ
せ
て
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
や
ホ
テ
ル
機
能
を
有
す
る
施
設

の
立
地
も
検
討
し
た
い
。

原
子
力
災
害
時
の

広
域
避
難
計
画
は
あ
る
の
か

原
子
力
防
災
訓
練
と
し
て
同
報

無
線
で
屋
内
退
避
と
放
送
さ
れ
た
が

そ
れ
だ
け
で
良
い
の
か
伺
う
。

広
域
避
難
時
に
重
要
な
市
民
へ

の
情
報
伝
達
に
主
眼
を
置
い
た
訓
練

を
実
施
し
た
。
今
後
、
県
や
市
の
原

子
力
災
害
時
広
域
避
難
計
画
を
策
定

し
た
折
に
は
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練

を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。                               

                                       

移転予定の袋井市民体育館

兼
子 

春
治 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

擬宝珠付き欄干が特徴の瑠璃の橋（村松下）
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津
波
の
不
安
解
消
に
は

資
産
を
守
る
対
策
を

防
潮
堤
等
の
強
化
を
図
る
た

め
、
沿
岸
4
市
と
県
で
行
っ
て
い
る

静
岡
モ
デ
ル
の
検
討
具
合
は
。

自
転
車
道
と
海
岸
防
災
林
の
間

へ
の
盛
り
土
に
よ
る
強
化
と
い
う
本

市
の
考
え
は
、県
も
承
知
し
て
い
る
。

レ
ベ
ル
2
の
津
波
に
対
応
し
た
万
全

な
整
備
を
行
う
こ
と
が
、
市
民
の
安

心
安
全
を
守
る
対
策
と
し
て
必
要
な

も
の
と
考
え
る
。

沿
岸
部
の
企
業
は
、
自
力
で
津

波
防
災
を
行
っ
て
い
る
。
津
波
防
災

に
係
る
各
種
の
法
律
、
企
業
立
地
の

補
助
制
度
な
ど
の
運
用
で
支
援
が
で

き
な
い
か
。

県
の
総
合
特
区
構
想
に
お
け
る

利
子
補
給
、
浸
水
防
止
対
策
に
係
る

融
資
制
度
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
周

知
は
も
ち
ろ
ん
、
万
全
の
防
災
対
策

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と

が
、何
よ
り
の
支
援
と
考
え
て
い
る
。

浅
羽
支
所
の

組
織
体
制
縮
小
は
適
切
か

合
併
時
の
4
課
・
7
係
・
35
人

の
体
制
が
、
1
課
・
1
室
・
1
係
・

1
施
設
・
14
人
に
な
っ
た
。
支
所
と

し
て
の
体
制
、
権
限
、
予
算
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

26
年
度
も
同
様
の
体
制
と
す

る
。
支
所
長
に
は
部
長
級
の
権
限
が

あ
る
。
支
所
単
独
の
地
域
づ
く
り
予

算
は
な
い
が
、
命
山
建
設
、
地
元
要

望
事
業
等
に
対
応
し
た
い
。

廣
岡 

英
一 

議
員

施
設
整
備
の
取
り
組
み
は

消
防
庁
舎
を
建
て
替
え
る
整
備

構
想
（
案
）
に
つ
い
て
、
市
民
へ
の

広
報
が
必
要
で
は
。

消
防
庁
舎
の
建
て
替
え
用
地

は
、
警
察
や
行
政
と
の
連
携
が
強
化

さ
れ
る
国
本
地
内
が
最
適
地
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
市

民
へ
の
広
報
に
努
め
て
い
き
た
い
。

新
総
合
体
育
館
の
建
設
予
定
地

は
示
さ
れ
る
の
か
。

庁
内
の
検
討
会
等
に
諮
り
パ
イ

オ
ニ
ア
㈱
駐
車
場
跡
地
が
最
適
で
あ

る
と
判
断
し
た
。
今
後
、
用
地
取
得

の
本
協
議
に
入
っ
て
い
く
。
現
在
の

用
地
の
ま
ま
で
は
建
築
制
限
が
あ
る

た
め
、
そ
れ
ら
の
解
除
に
向
け
て
検

討
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。
新
た
な

体
育
館
が
市
民
に
と
っ
て
使
い
勝
手

の
よ
い
施
設
と
す
る
た
め
、
周
辺
道

路
整
備
に
つ
い
て
も
交
通
量
調
査
を

実
施
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

人
口
減
に
な
ら
な
い

ま
ち
づ
く
り
の
取
組
は

社
会
減
の
進
行
を
止
め
る
こ
と

に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
取
り

組
み
は
。

雇
用
の
場
の
確
保
と
居
住
地
の

確
保
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
土
地
区
画
整
理
事
業
を
進
め
る

と
と
も
に
、
今
後
に
お
い
て
も
県
内

外
の
企
業
訪
問
を
行
う
等
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

村
松 　

尚 

議
員

浅羽海岸の防潮堤

移転予定の袋井消防署
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新
年
度
事
業
へ
の
取
り
組
み
は

「
市
内
で
活
躍
す
る
輝
く
女
性

支
援
事
業
」
は
素
晴
ら
し
い
ネ
ー
ミ

ン
グ
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
意
識
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

こ
れ
ま
で
男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市
政
や
審

議
会
な
ど
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大

や
、
職
場
で
の
男
女
平
等
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、
い
ろ
い
ろ

な
審
議
会
へ
女
性
も
参
画
で
き
る
よ

う
意
識
的
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

袋
井
駅
南
地
区
の
土
地
利
用
と

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
議
会
へ
の

具
体
的
な
内
容
と
報
告
は
。

土
地
区
画
整
理
事
業
を
は
じ

め
、
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
の
整
備
、
色

彩
の
統
一
、
沿
道
緑
化
に
よ
る
景
観

の
形
成
、
商
業
施
設
の
誘
導
や
、
南

北
自
由
通
路
、
橋
上
駅
舎
化
事
業
及

び
南
口
駅
前
広
場
整
備
事
業
な
ど
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

自
主
運
行
バ
ス
の
抜
本
的
な
見

直
し
と
、
地
域
協
働
バ
ス
の
促
進
に

向
け
て
は
ど
う
か
。

自
主
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
線
は
26

年
度
ま
で
、
市
内
路
線
は
、
27
年
度

ま
で
を
め
ど
に
検
討
し
て
い
く
。
郊

外
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
域
協
働
バ

ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
手
段
の

利
便
性
や
費
用
対
効
果
を
考
え
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
。
静
岡
理
工
科

大
学
と
も
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

「
プ
レ
ミ
ア
ム
」
商
品
券

発
行
事
業
は
ど
う
か

消
費
税
増
税
後
の
消
費
の
冷
え

込
み
抑
制
の
た
め
、
ま
た
景
気
・
経

済
対
策
と
活
性
化
の
た
め
、
地
元
商

工
団
体
と
連
携
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
を
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

が
、
消
費
の
動
向
に
よ
り
検
討
す
る

必
要
も
あ
る
の
で
、
商
工
団
体
の
皆

様
と
状
況
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

「
ミ
ニ
公
募
債
」
の発

行
も
必
要

ミ
ニ
公
募
債
を
発
行
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
資
金
の
協
力
を
仰

ぐ
こ
と
は
、
財
政
面
で
の
市
民
参
加

に
も
繋
が
る
が
ど
う
か
。

ミ
ニ
公
募
債
は
、
市
民
の
郷
土

愛
を
育
む
も
の
で
あ
る
が
、
金
融
機

関
の
手
数
料
等
の
面
か
ら
、
今
後
の

研
究
課
題
と
し
た
い
。

補
助
金
を
公
募
型
に

見
直
す
べ
き

26
年
度
か
ら
団
体
補
助
金
は
一

律
3
%
削
減
さ
れ
る
。
本
当
に
必
要

な
団
体
に
適
切
に
補
助
す
る
た
め
に

は
、
一
旦
白
紙
に
戻
し
、
公
募
補
助

金
制
度
を
導
入
す
べ
き
。

公
募
型
補
助
金
は
、
第
三
者
機

関
の
審
査
に
よ
る
透
明
性
・
公
平
性

の
確
保
な
ど
有
効
な
取
り
組
み
と
考

え
る
。
内
容
は
異
な
る
が
、
提
案
型

の
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
団
体
の

活
動
を
奨
励
し
て
い
る
。

大
場 

正
昭 

議
員

田
中 

克
周 

議
員

元気はつらつクーポン券の販売（H23）

三川地区の地域協働バス「かわせみ」

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て

6



要
介
護
認
定
を
受
け
た
方
の

障
害
者
控
除
は

確
定
申
告
時
に
、
65
才
以
上
の

高
齢
者
で
、
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て

い
な
く
て
も
、
障
害
者
控
除
対
象
者

と
し
て
認
定
さ
れ
る
よ
う
適
用
拡
大

を
求
め
る
。

本
市
の
認
定
基
準
や
対
象
範
囲

に
つ
い
て
、
早
期
に
見
直
し
を
し
、

今
後
は
、
介
護
認
定
に
合
わ
せ
て
、

「
障
害
者
」「
特
別
障
害
者
」
に
認
定

で
き
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
申
請

書
を
送
付
す
る
。ま
た
広
報
や
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
わ
か
り
や
す
い
も

の
に
な
る
よ
う
対
応
し
て
い
き
た

い
。

5
年
間
の
遡
及
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
が
、
袋
井
市
の
対
応

は
ど
う
か
。

現
在
の
認
定
基
準
の
中
で
、
申

請
が
あ
れ
ば
遡
及
し
た
い
。

新
幹
線
南
側

「
治
水
対
策
」
の
見
通
し
は

都
市
型
ポ
ン
プ
場
の
整
備
・
遊

水
池
の
整
備
・
秋
田
川
の
再
改
修
な

ど
、
計
画
策
定
の
見
通
し
は
。

ポ
ン
プ
の
能
力
や
遊
水
池
の
容

量
な
ど
を
再
検
証
し
、
平
成
26
年
度

中
に
確
定
で
き
る
よ
う
、
治
水
計
画

を
明
確
に
し
て
い
き
た
い
。
個
々
の

施
設
は
、
規
模
や
配
置
な
ど
確
定
次

第
示
し
て
い
き
た
い
。

寺
井
紗
知
子 

議
員

「
子
ど
も
議
会
」
の
開
催
を

議
会
や
行
政
に
関
心
を
高
め
て

も
ら
い
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
そ

の
視
点
が
活
か
さ
れ
る
「
子
ど
も
議

会
」
の
開
催
を
望
む
。

子
ど
も
達
が
市
政
に
関
心
を
持

つ
た
め
の
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ

る
。
市
政
施
行
10
周
年
に
あ
た
る
平

成
27
年
度
に
、
記
念
事
業
と
し
て
開

催
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

就
労
支
援
制
度
の
拡
充
を

福
祉
施
設
へ
通
所
す
る
身
体
・

知
的
障
害
者
の
交
通
費
の
公
平
性
を

図
る
上
で
、
精
神
障
害
者
と
同
等
の

通
所
費
助
成
が
で
き
な
い
か
。

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
の
制

度
の
趣
旨
か
ら
も
障
害
の
種
別
に
関

係
な
く
平
等
に
助
成
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
。
今
後
、
制
度
の

内
容
を
精
査
し
、
助
成
に
向
け
て
26

年
度
に
要
綱
等
の
整
備
を
進
め
た

い
。

地
震
発
生
時
の
緊
急
対
応
を

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の

減
災
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
共
施

設
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に
非
常
防
災

用
品
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
地
震
発
生
時

の
停
電
に
よ
り
停
止
の
恐
れ
も
考
え

ら
れ
る
。
不
測
の
事
態
に
備
え
、
非

常
防
災
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

駅南地区の治水対策

袋井市議会議場

市議会だより
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交
差
点
で
の
交
通
安
全
対
策
を

交
差
点
で
の
交
通
事
故
抑
止
に

期
待
が
で
き
る
信
号
機
の
な
い
円
形

交
差
点
「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
」
を

検
討
し
た
ら
ど
う
か
。

事
故
の
多
い
、
下
山
梨
地
内
の

J
A
遠
州
中
央
袋
井
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
東
交
差
点
を
対
象
に
本
格
導
入

に
向
け
検
討
し
た
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
を

設
置
に
つ
い
て
自
治
会
、
消
防

団
等
の
協
力
を
得
て
、
地
域
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

消
防
署
と
消
防
団
女
性
消
防
隊

が
協
力
し
、
高
齢
者
単
身
世
帯
の
防

火
訪
問
の
際
、
設
置
の
確
認
や
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
消

防
に
関
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
広
報

等
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
隊
長
会
議

等
に
お
い
て
、
改
め
て
設
置
を
呼
び

か
け
普
及
促
進
を
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
対
策
を
推
進
す
る
べ
き

空
き
家
対
策
条
例
の
制
定
を
今

後
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

「
空
き
家
対
策
特
別
措
置
法
案
」

が
国
会
へ
提
出
さ
れ
る
動
き
が
あ

る
。
そ
の
動
向
に
注
視
し
、
法
案
の

目
的
や
定
義
、
市
に
与
え
ら
れ
る
権

限
、
撤
去
す
る
際
課
題
と
な
る
固
定

資
産
税
の
軽
減
措
置
な
ど
市
の
条
例

と
の
整
合
性
を
精
査
し
、
手
続
き
に

手
戻
り
が
な
い
よ
う
制
定
に
向
け
進

め
た
い
。

地
域
の
防
災
対
策
は

防
潮
堤
嵩
上
げ
整
備
の
募
金
活

動
は
い
つ
ど
の
よ
う
に
行
う
か
、
ま

た
ふ
る
さ
と
納
税
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に

も
入
れ
た
ら
ど
う
か
。

寄
付
金
募
集
の
取
り
組
み
は
、

袋
井
商
工
会
議
所
、
浅
羽
商
工
会
、

自
治
会
連
合
会
と
意
見
交
換
し
な
が

ら
、
官
民
一
体
の
組
織
づ
く
り
を
行

い
た
い
。
目
標
額
、
期
間
、
対
象
事

業
な
ど
を
決
め
る
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
さ
ら
な
る
活
用
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団

の
団
員
確
保
難
を
ど
う
す
る
か
、
活

動
の
見
直
し
と
入
団
し
や
す
い
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
る
か
。

袋
井
市
消
防
団
活
性
化
検
討
会

で
協
議
し
て
い
る
。
早
朝
訓
練
の
実

施
、
休
日
の
消
防
団
行
事
の
多
さ
な

ど
が
課
題
で
あ
り
団
員
確
保
が
難
し

い
。訓
練
や
大
会
の
削
減
に
向
け
て
、

改
善
案
の
検
討
結
果
を
本
年
度
末
ま

で
に
出
し
た
い
。

地
域
活
性
化
対
策
は

固
定
資
産
評
価
の
見
直
し
が
27

年
度
に
行
わ
れ
る
が
、
現
状
を
把
握

し
実
勢
に
見
合
っ
た
評
価
替
え
を
求

め
る
が
ど
う
対
処
す
る
か
。

25
年
度
は
評
価
替
え
中
間
年
度

と
し
て
実
勢
価
格
を
把
握
す
る
た
め

市
内
2
9
2
地
点
で
鑑
定
を
行
っ

た
。
26
年
度
は
最
終
年
度
で
あ
り

2
0
0
地
点
の
簡
易
鑑
定
評
価
を
行

い
、
よ
り
直
近
の
実
勢
価
格
を
評
価

替
え
に
反
映
さ
せ
た
い
。

戸
塚 

哲
夫 

議
員

大
石 

重
樹 

議
員

消防団の非常招集演習

円形交差点「ラウンドアバウト」のイメージ図
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国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

26
年
度
に
行
う
、
中
国
浙
江
省

と
の
卓
球
交
流
の
課
題
は
。

8
月
10
日
に
エ
コ
パ
を
会
場
と

し
て
中
国
浙
江
省
と
の
日
中
友
好
を

目
的
に
卓
球
交
流
を
図
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
課
題
を
明
確

に
し
て
毎
月
行
わ
れ
る
準
備
委
員
会

に
て
協
議
し
、
円
滑
な
運
営
を
目
指

し
た
い
。

選
手
や
観
光
客
に
対
し
て
独
自

の
お
も
て
な
し
が
必
要
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

選
手
に
は
ふ
く
ろ
い
遠
州
の
花

火
を
前
日
に
み
て
い
た
だ
く
予
定
で

あ
る
。
ま
た
、
市
内
の
団
体
や
県
と

協
力
し
て
会
場
で
の
観
光
P
R
や
物

産
販
売
な
ど
袋
井
ら
し
さ
溢
れ
る
お

も
て
な
し
で
大
会
を
盛
り
上
げ
、
同

時
に
本
市
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い

き
た
い
。

海
外
の
選
手
、
観
光
客
に
対
し

て
市
の
お
土
産
は
十
分
で
あ
る
か
。

海
外
へ
の
持
ち
出
し
を
考
え
る

と
、
農
産
物
等
は
規
制
上
厳
し
い
。

し
か
し
、
袋
井
お
土
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
開
発
し
た
マ
カ
ロ
ン
や
プ
リ

ン
、
三
色
茶
等
は
日
持
ち
に
も
適
し

て
い
る
こ
と
か
ら
十
分
対
応
で
き
る

と
考
え
る
。
販
売
に
際
し
て
は
会
場

内
の
ブ
ー
ス
等
で
積
極
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

季
節
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性

鼻
炎
・
結
膜
炎
対
策
は

袋
井
産
農
産
物
の
花
粉
症
へ
の

緩
和
効
果
の
調
査
研
究
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
産
業
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
の
で
は
。

花
粉
症
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

効
果
が
あ
る
か
学
術
的
に
検
証
す
る

の
は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

健
康
づ
く
り
や
産
業
の
育
成
に
プ
ラ

ス
に
な
る
と
思
う
の
で
、
研
究
し
て

い
き
た
い
。

自
転
車
に
優
し
い

環
境
整
備
へ
の
取
組
は

主
要
路
線
等
に
自
転
車
走
行

レ
ー
ン
を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

現
状
で
は
道
路
幅
員
が
限
ら
れ

て
お
り
、
走
行
レ
ー
ン
の
確
保
が
難

し
く
課
題
も
あ
る
が
、
自
転
車
の
走

り
や
す
い
道
路
環
境
の
整
備
を
進
め

て
い
き
た
い
。

現
在
の
山
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ハ
ウ
ス
の
活
用
を

山
名
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
の

今
後
の
活
用
予
定
は
。

本
敷
地
は
、
道
路
整
備
事
業
の

代
替
地
と
し
て
使
用
す
る
予
定
で
、

は
ぐ
く
み
の
移
転
が
完
了
後
、
建
物

は
解
体
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
論
と
し
て
は
、
地
域
間
の
公
平

性
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
勘
案
し
た
中

で
、
売
却
や
有
償
貸
付
に
よ
る
利
用

も
可
能
で
あ
る
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

袋井おみやげプロジェクトで開発された新しい「袋井おみやげ」

旧山名コミュニティハウス

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい

市政に対する 一 般 質 問
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原
子
力
災
害
広
域
避
難
計
画

策
定
の
状
況
は

昨
年
、
今
年
と
実
施
さ
れ
た
原

子
力
防
災
訓
練
で
得
た
問
題
点
・
課

題
は
何
か
。

受
信
し
た
情
報
か
ら
事
故
状
況

を
的
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
専
門

的
知
識
が
必
要
な
こ
と
、
市
民
へ
わ

か
り
や
す
く
情
報
を
伝
達
す
る
た
め

に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
、
防
護
資

機
材
や
線
量
計
等
の
取
り
扱
い
が
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ず
定
期
的
訓
練
が
必

要
な
こ
と
、
災
害
時
の
移
動
手
段
の

確
保
や
統
制
の
取
れ
た
避
難
誘
導
を

行
う
に
は
周
到
な
準
備
や
綿
密
な
調

整
が
必
要
な
こ
と
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
配
布
や
服
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難

し
い
こ
と
な
ど
様
々
課
題
が
あ
る
。

　

原
子
力
防
災
に
関
し
、
早
く
、
遠

く
に
逃
げ
る
、
放
射
性
物
質
を
遮
へ

い
す
る
と
い
っ
た
被
ば
く
防
護
の
原

則
や
、
避
難
の
基
準
に
基
づ
く
避
難

方
法
な
ど
の
基
本
的
知
識
を
職
員
・

市
民
に
周
知
し
、
よ
り
実
践
的
な
訓

練
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。

検
討
中
の
避
難
計
画
の
交
通
手

段
・
避
難
経
路
は
。
全
住
民
避
難
に

要
す
る
時
間
は
ど
う
か
。

統
制
が
取
れ
た
避
難
を
基
本

に
、自
家
用
車
の
使
用
を
原
則
と
し
、

自
治
会
単
位
で
順
に
、国
道
や
県
道
、

高
速
道
路
を
使
っ
て
避
難
す
る
と

い
っ
た
条
件
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
い
る
。
避
難
先
や
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
な
い
の
で
、
避
難
に
要
す

る
時
間
は
、
今
後
県
と
調
整
し
、
具

体
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

市
税
等
収
納
対
策
の

取
り
組
み
は

従
来
の
所
管
別
管
理
の
再
検
討

な
ど
合
理
化
策
の
検
討
は
。

実
務
上
の
制
約
が
あ
り
、
基
本

的
に
は
、
従
来
通
り
、
所
管
別
管
理

と
す
る
。
し
か
し
、
市
税
等
収
納
対

策
本
部
や
関
係
各
課
の
連
絡
会
に
よ

り
、
収
納
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。

障
害
者
福
祉
の
充
実
強
化
の

取
り
組
み
は

障
害
者
の
住
環
境
を
整
え
る
た

め
空
き
家
の
転
用
を
含
め
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
増
設
等
の
充
実
強
化
は
で

き
な
い
か
。

平
成
29
年
度
ま
で
に
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
整
備
促
進
の
た
め
2
カ
所

増
や
す
計
画
で
い
る
。
ま
た
、
空
き

家
な
ど
の
民
家
を
転
用
す
る
際
に
は
、

市
の
単
独
事
業
と
し
て
工
事
費
用
の

一
部
負
担
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

袋
井
市
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の

交
流
促
進
を

浅
羽
佐
喜
太
郎
の
業
績
が
テ
レ

ビ
放
送
さ
れ
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。
案
内
施
設
の
充
実
が
実
現
で
き

な
い
か
。

現
在
、
近
藤
記
念
館
で
、
パ
ネ

ル
展
示
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
ベ
ト
ナ
ム

語
・
英
語
併
記
の
看
板
と
、
浅
羽
東

公
民
館
へ
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
設
置
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

岡
本 

幹
男 

議
員

浅羽佐喜太郎公紀念碑の説明板

袋井市安定ヨウ素剤調製研修会（H24）

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい

よ り よ い ま ち づ く り を め ざ し て
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◆（仮称）袋井市地震・津波アクションプログラム2013の策定について（最終報告）
地震による大規模災害に備え、災害発生時の被害をできる限り軽減するとともに、迅速で適切な対

応が実施できるよう、平成25年度から平成34年度までの10年間に、市として取り組むべき地震対策
の取り組みを体系化した行動計画（施策の柱11項目、アクション項目100アクション）を策定した。

◆静岡モデルの検討状況について
南海トラフ巨大地震による津波被害に対し、安全度の向上を図る「静岡モデル」の整備を推進する

ため、中遠地域4市と県の関係機関により「静岡モデル推進検討会」を設置し、検討を行っている。
<本市の静岡モデル構想（案）>
・浜松御前崎自転車道から海岸防災林の間の凹地を盛土により堤体補強を図る。

◆命山の整備について
　　<湊地区>　　　H25.12に完成。H25年度内に、照明灯3基を増設予定。
　　<中新田地区>　H26.1より地質調査・測量設計業務を実施中。
　　<湊西地区>　　H26.2の自治会臨時総会において、集落北側の農地約6,000㎡を候補地として決

定・承認された。
　　<東同笠・大野地区>　各種会議において協議・決定した整備方針に基づき、東同笠・大野地区に1箇所

の津波避難場所を整備する。今後、整備箇所の位置選定にあたっては、両地域
との協議を行い、効果的な配置場所について検討していきたい。

その他、袋井市地域防災計画、袋井市水防計画、袋井市医療救護計画の修正、（仮称）袋井市防災セン
ターの整備などを協議した。

防災対策特別委員会（3月14日）

◆袋井市立聖隷袋井市民病院西館増改修工事等の状況について
一般病床をはじめ、療養病床、回復期リハビリ病床の段階的開院に向けて、西館増改修工事や周辺

整備工事を着実に進めている。
⑴　西館改修工事（工期:平成25年5月27日～平成26年3月30日）
　　3月現在、病室の空調や電気設備の器具取付、内装等の仕上げを行っている。
⑵　西館増築工事（工期:平成25年5月27日～平成26年7月15日）

基礎部分にあたる1階地下ピットを築造し、2階部分の工事を完了。現在、3階部分の工事
を行っている。
⑶　その他関連工事

施設の改修や増築工事に合わせ、厨房機器、介助浴槽、リハビリ施設備品等の発注のための
入札を随時行っている。

◆袋井市総合健康センター整備に向けた検討状況について
　　総合健康センター実現のための組織体制について

・保健センター機能を集約し、地域と連携を強化。地域の健康課題に取り組む体制を整える。
・「健康づくりサポートチーム」が組織横断的に連携・支援を行う。
・いきいき長寿課及びしあわせ推進課の機能の一部に加え、社会福祉協議会を移転する。
・総合相談窓口を設置する。
・内科及び脳神経外科外来、一般・療養・回復期リハビリテーション病床を運営する。
・休日急患診療室を設置する。（4月6日診療開始予定）
・在宅医療・在宅介護を支援する、総合的な在宅療養支援ステーションを目指す。

地域医療特別委員会（3月17日）

市議会だより
H26.4.15■ No.45

ふくろい11



平成25年度一般会計・特別会計の補正予算、平成26年度一般会計・特別会計・企業
会計の各予算や条例の制定・改正などの議案を各常任委員会で審査しました。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～公民館コミュニティセンター化モデル事業～

Q三川公民館と浅羽東公民館とでは組
織や指揮命令系統が異なる。公民館

制度が複雑化する原因とならないか。

A 2つの公民館では、地域づくり事業
が大変活発に行われている。それ

ぞれの公民館で行われている今の事業に
対応できるようにした。その成果を検証
して、将来の公民館のコミュニティセン
ター化を検討したい。

■建設経済委員会
●平成26年度袋井市一般会計予算
～みつかわ夢の丘公園整備事業～

Q（仮称）市道川会西山線新設事
業の起点と終点をどう考えている

か。また、最終的に新東名へのアクセス
をどう考えているか。

A調査の起点終点は、川会交差点か
らみつかわ夢の丘公園北側までと

している。磐田横川線との接続や設置計
画のある新東名ICへの接続が確保でき
れば、将来にわたってこの地域の発展の
可能性が出てくると考えられることか
ら、将来的な接続・開発について検討し
ていきたい。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～観光施設整備事業～

Q新観光案内所の基本・詳細設計委託
料が計上されているが、新観光案内

所の完成時期及び施設概要はどうか。

A JR袋井駅の仮駅舎撤去後の平成27
年度の建設を予定している。施設

概要は、案内機能、事務機能及び会議室
を配する2階建てを想定して考えている
が、今後、基本設計・詳細設計を行って
いく中で、観光協会とも相談しながら検
討していく。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～河川愛護事業～

Q河川愛護の対象面積が全体で120
万平方メートルあるが、平成26年

度において市で草刈り等を行う広範囲箇
所、危険箇所の、それぞれの内訳面積は
どの程度か。

A広範囲箇所が約25万平方メート
ル、危険箇所が6万平方メートルと

なっている。平成26年度は、広範囲箇
所及び危険箇所の草刈りを、それぞれ年
2回を目標として行っていきたい。

大型草刈り機での草刈り

浅羽東公民館のサンルーム

市議会だより
H26.4.15■ No.45
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常任委員会レポート常任委員会レポート

■民生文教委員会
●平成25年度一般会計補正予算（第4号）

～保健衛生総務費～

Q医療機器の新規購入や、老朽化した
機器の更新が必要とのことだが、聖

隷袋井市民病院の医療水準、役割は。

A聖隷袋井市民病院は急性期の対応
をする病院ではない。現在は内科

と脳神経外科の2科で、今後、整形外科
とリハビリテーション科の開設を予定し
ている。一般の開業医よりレベルは高く
なるが、旧市民病院ほどではない。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～ふくろい発!!茶れんじ健康プロジェクト～

Q使用する白茶と黒茶について、血
糖値上昇の抑制効果は解明されて

いるのか。緑茶より優れているのか。

A緑茶との比較では、ガレート型カ
テキンの含有率が高い。学術的に

効果が証明されたものはないが、医科学
的・学術的な見地よりも日常生活のなか
で気軽に取り組めることが重要と考えて
いる。 

■総務委員会
●平成25年度一般会計補正予算（第4号）
～コミュニティ事業助成金～

Q宝くじのコミュニティ事業助成金を
3自治会が申請し、2自治会が採択

された。不採択となった1自治会分を減
額するとのことであるが、どのような経
過でそうなったのか。

A自治総合センターからは、財政的な
事情もあるので採択するのは2自治

会との内示が早い段階であった。今年度
不採択となった自治会には来年度に申請
してもらうこととした。このような事情
があることを自治会に了解してもらい、
今後も3自治会で申請していきたい。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～交通安全推進費～

Q子どもや高齢者には、個別に自転車
の講習会が行われているが、社会人

にはどのような啓発を考えているか。

A事業所では交通安全管理者、公民
館単位では交通安全会の皆さんが

講習会等を行っている。広報ふくろいで
も隔月でのコラムを通してルール改正な
どの広報・啓発を行っている。今後も各
事業所や商工団体と連携してより一層の
広報・啓発に努めていきたい。

●平成26年度袋井市一般会計予算
～耐震シェルター等整備助成事業～

Q耐震シェルター等整備助成事業は
どのような事業か。

A木造の住宅の1部屋を補強し、シェ
ルター化するものである。昭和56

年5月以前に建てられた木造住宅、耐震
評定1.0未満の建物に住んでいる方を補
助対象にしたい。

宝くじ社会貢献広報事業で整備された上町公会堂の備品

市議会だより
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No.45

  　再生紙を
使用しています

ふくろい

　改選後1年が経過いたしました。この「市議会だより」
を通して議会の情報を的確に、そしてより分かり易く身
近な市政になるように広報委員一同努力して参りまし
た。市民の皆様に1年間のお礼を申し上げ、編集後記と
させていただきます。来期もよろしくお願い致します。

赤外線補聴器段差解消機

あなたも本会議・委員会を傍聴してみませんか。

市議会の中継（録画）放送・
会議録がご覧いただけます。

詳しくは袋井市のホームページからこのバ
ナーをクリックしてください。

　ホームページでは、議会活動日誌や行政調査報
告など、様々な情報を閲覧することができます。

編 集 後 記

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。
なお、進行により予定が変更することがあるため、
傍聴を希望する場合はお問い合わせください。
※足の不自由な方、妊婦の方など、段差解消機を利用し
　傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴器、段差解消機をご利用の際には、議会事
　務局へ声をおかけください。

5月臨時会・6月定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】<5月臨時会>
 5月 14日（水） 常任委員選任等
　　　　<6月定例会>
 6月 2日（月） 開会、議案の説明
  10日（火）  市政に対する一般質問
  11日（水）  市政に対する一般質問
  12日（木）  市政に対する一般質問
  16日（月）  議案の審査（常任委員会）
  17日（火）  議案の審査（常任委員会）
  25日（水）  閉会、委員長報告～採決

第1回議会報告会を開催しました

　袋井市議会は2月15日、初めての議会報告
会を総合センターで開催しました。約50人
の市民の皆様が集まり、議会改革特別委員会
の議員が議会の役割や市が抱える課題などを
紹介しました。参加者からは「行政に対する
チェックが甘いのではないか」などの意見が
聞かれました。今後も皆様からの御意見を参
考にしながら、課題解決のために市へ提言し
ていきます。

<報告内容>
・市議会の概要と議会改革の取り組みについて
・地域医療の体制と今後の課題について
・袋井駅南北自由通路新設及び橋上駅舎化事
業と袋井駅南地区のまちづくりについて

<参加者アンケートより>
・資料表現、発言言語に分かりやすさへの
努力を感じられた。

・それぞれの項目について経過を追った説
明に終始していた。単に行政の広報的内
容でしかなかった。

・取り組みの中で、議会が果たした役割に
ついても聞きたかった。議会としての取
り組みを中心に話してほしかった。

・行政的な説明と議会としての提案、改善
事項を明確化して、議会の存在価値を出
してほしい。

・労働層を呼び込む方法は、再考の必要がある。


